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女子バスケットボール選手の膝関節動揺性と全身関節弛緩性との関連性

竹 田 直 樹*渡 邊 裕 之*鳥 居 俊**

THE RELATIONSHIP BETWEEN KNEE LAXITY AND GENERAL 

JOINT LOOSENESS IN FEMALE BASKETBALL PLAYERS

NAOKI TAKEDA, HIROYUKI WATANABE and SUGURU TORII

Abstract

Injury of the anterior cruciate ligament (ACL) occurs frequently in female gymnasts and basket

ball players. However, there is no effective method for preventing ACL injury . Recently, a fatigue 

phenomenon of the ligament tissue has been considered to be the main causative factor in ACL 

injury.

The present study was done to investigate the relationship between knee laxity and general 

joint looseness in 34 female college basketball players at an orthopedic medical check-up.

Knee laxity was evaluated in terms of the anterior displacement (AD) value measured by a 

KT-2000 knee ligament arthrometer at 20 lb. General joint looseness was evaluated in terms of the 

general joint laxity (GL) score including six major joints and the spine.

There was a significant correlation between the AD value and GL score , the correlation 

coefficients being 0.48 (p<0.01) at the right knee and 0.54 (p<0 .01) at the left knee.

The ACL of athletes with a higher AD would always be exposed to higher anterior stress than 

in athletes with a lower AD, thus possibly leading to a fatigue state . Therefore, we consider that 

athletes with a high AD are at greater risk of ACL injury . Our results suggest that the easy GL test 

is an effective screening method for differentiating those with a high AD and a greater risk of ACL 

injury.

(Jpn. J. Phys. Fitness Sports Med. 1997, 46:273•`278)
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1.緒 言

スポーツ外傷 としての前十字靱帯(以 下ACL)

損傷はスポーツ選手,特 に女子スポーツ選手に高

頻度に見られる.し か しその発生予防策には確実

なものはなく,発生率を減らすには到っていない.

近年,ACL損 傷の発生要因として運動による靱

帯の疲労現象の関与が指摘 されてお り,ど のよう

な状況で靱帯の疲労が生 じるかについて検討され

ている4・10).一方,ACL損 傷の発生素因について,

元来関節のゆるい個体に発生 しやすいという印象

が持たれている.そ こで本研究ではACL損 傷の

発生の多い大学生女子 バスケ ッ トボール選手 のメ

デ ィカルチ ェックにおいて計測 した膝 関節の前方

動揺性 と簡便 な関節弛緩性 テス トとの関連性 を検

討 したので報告す る.

II.対 象 と 方 法

A.対 象

膝関節靱帯損 傷の既往の ない大学女子 バスケ ッ

トボー ル選手34名(年 齢19.4±0.5歳,身 長165.1

±4.7cm,体 重59.6±5.6kg)68膝 を対象 とした.

B.膝 関節前方動揺性 の測定

膝 関節 の前方 動揺性 の測定 には,MED-metric

*東 芝林 間病 院 リハ ビ リテ ー シ ョ ン科Toshiba Rinkan Hospital
, R. P.T.

〒228神 奈 川県 相 模 原 市 上 鶴 間7-9-1
**東 芝林 間病 院整 形 外 科T

oshiba Rinkan Hospital,M.D.

〒228神 奈 川 県 相 模 原 市 上 鶴 間7-9-1



274 竹田,渡 邊,鳥 居

Fig. 1. KT-2000 Knee Ligament Arthrometer used to anterior-posqerior laxity of the knee.

社製KT-2000Knee Ligament Arthrometerを 使 用

した(Fig.1).測 定 前 に被 検者 が授 業,ク ラブ活

動等で運動 を してい ない ことを確認 した上 で,測

定方法,注 意点 を説明 し,Danielた ち2)の 測 定方

法 に準 じて両側膝関節 を軽度屈 曲位 で計測 した.

大 腿 骨 に対 す る脛骨 の前 方 移 動 量 を示 す 曲線

(Fig.2)よ り,201bの 前 方引 き出 し力 に対す る前

方移動量 を検討 した.

C.関 節 弛緩性の評価

関節 弛緩性(joint laxity score)は 中嶋 た ち7)に

よるjoint laxity test (Fig.3)に て 全 身6大 関節

(肩 関節,肘 関節,手 関節,股 関節,膝 関節,足

Fig. 2. Force-displacement curve of KT-2000 Knee Ligament Arthrometer.
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Fig. 3. Joint laxity test. Measure major six joints (shoulder, elbow, wrist, hip, knee, ankle) 
and spine.

関節)と 脊柱 の計7箇 所 の弛緩 性 を評価 し,陽 性

とな る関節の数 を加算 した計7.0点 満 点 のjoint

 laxity scoreと した.

なお,全 身6大 関節 の測定 にお いて左右片側の

み陽性 の場 合は0.5点 と して加算 した.

III.結 果

A.膝 関節前方動揺性

Fig.4に 全被検者の両膝の前方引き出 し力を加

えた時の前方移動量の分布を示す.前 方移動量の

Fig. 4. Distribution of anterior displacement.
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Fig. 5. Distribution of joint laxity score.

平 均 値 は右膝3.8±1.6mm,左 膝3.2±1.5mm

で あ った.

B.全 身 の関節弛緩性

Fig.5に 全 被検者 のjoint laxity scoreの 分 布 を

示 す.joint laxitys coreの 平 均値 は3.2±2.0点

で あった.

C.膝 関 節前方動揺性 と全 身の関節弛緩性 との

相関

Fig.6,7に 右 膝,左 膝 の前 方 移 動 量 とjoint

 1axity scoreと の 相関 を示す.前 方 移動量 とjoint

 laxity score各 々 の 順位 相 関係 数 は 右膝 で0.48

(p<0.01),左 膝 で0.54(p<0.01)で あ り,と も

に有意 な正 の相 関関係 を示 した.

N.考 察

ACL損 傷 の受 傷機転 は アメ リカ ンフッ トボー

ル,ラ グ ビーでの タ ックルによる接 触型 の受傷 と

バ スケ ッ トボール,器 械体操等の着地,停 止,方

Fig. 6. Relationship between joint laxity score and right anterior displacement. 
r=0.54, p<0.01
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Fig. 7. Relationship between joint laxity score and left anterior displacement . 
r=0.54, p<0.01

向転換による非接触型の受傷とに分けられる.女

子選手では非接触型の損傷が多 く1,7,8,11),接触

型に見られるような強大な不可抗力による受傷に

比べ予知,予 防ができる可能性がある.増 島5)に

よると高校女子バスケットボール選手の追跡調査

において2年 間で72名 中7名 がACL損 傷をし,

1年 間に約5%の 発生率であったとしている.中

嶋たち5・7β)による大学女子体操選手の追跡調査

では,4年 間で84名 中15名が受傷 し,17.8%の 発

生率であったと報告されている.こ のような追跡

中にACL損 傷 を受傷する選手の身体特性 を知

ることは,ACL損 傷の素因を知る上で重要であ

る.

Danielた ち2)は,健 常被検者で201bの 前方引

き出し力 を加えた際の前方移動量の平均値は右膝

で5.5±1.8mm,左 膝で5.8±1.9mmで あるの

に対 し,ACL損 傷例の健側膝では7.4±1.7mm

であったと報告 している.ま た,宮 尾たち6)は健

常被検者に301bの 前方引 き出 し力,201bの 後

方押 し込み力を加えた時の前方 ・後方移動量の合

計は平均10.0mm,ACL損 傷例の健側膝では平

均11.7mmで あり,ACL損 傷例の健側膝で有意

に大きかったと報告 している.こ れらの報告では

ACL損 傷例では元来膝関節の動揺性が高いこと

を示唆 している.

一 方
,ACL損 傷 例 の関節 弛緩性 も非損傷 例 よ

りも高 い と考 え られてい る.中 嶋 たち7)に よる と

大 学女 子 体操 選 手106名 の うちACL損 傷 例(17

名)のjoint laxity scoreの 平 均 は3.7±1.0点 で あ

り,ACL非 損 傷 例(89名)の 平 均3.3±1.4点 よ り

高い傾向で あった.小 原 たち9)に よる と,同 様 の

joint laxity score(計6点)に て,膝 靱帯非損 傷例

のjoint laxity scoreの 平 均値 が男性1.1±1.0点,

女 性2.5±1.5点 で あるの に対 し,ACL損 傷 例(男

性25名,女 性40名)で は男性1.7±1.1点,女 性3.4

±1.5点 と有意 に高 い値 を示 した.Nicholasた ち3)

は139名 の プロ フッ トボール選手で上 ・下肢 の計

5点 満点 のjoint tightness testの 点 数 と膝 関節 の

靱帯損傷 の発生状況 との関連性 を調査 し,得 点が

3点 以上 の選手 は2点 以下の選手 よ り膝関節靱帯

損傷 の発生率が高 い と報告 してい る.

本 研究 によ り大学生女子バスケ ッ トボール選手

において,joint laxity scoreが 高 い者は前方移動

量 の値 が大 きい こ とが示 され たが,前 述 のACL

損 傷 例で両計測値 とも非損傷例 より高 かったとす

る報告 とも矛盾 しない.前 方移動量が大 きい こと

は同 じ程度 の停止,方 向転換等の動作 に際 して も

大腿骨脛骨 間が より大 きく動揺す るこ とを示 し,
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この動揺 の反復 によ り靱帯が疲労現象 に到 ること

が考 え られる。 したが って特別 な測定機器 を使用

す るこ とな く簡 易 に測定 す る ことので きるjoint

 laxity testは,膝 関節前方動揺 性が大 きい者 を検

出 し,ACL損 傷 の リス クの高 い と思 われ る者 を

検 出するのには有効 な方法であ ると考 えられ る.

V.要 約

本研究 は大学生女子バスケ ットボール選手のメ

デ ィカルチェ ックにおいて計測 した膝関節 の前方

動揺性 と全 身の 関節弛緩性 との関連性 を検 討 した

ものである.

膝 関節靱帯損傷 の既往の ない大学女子 バスケ ッ

トボール選手34名68膝 を対象 と した.膝 関節 の前

方 動 揺 性 は,MED-metric社 製KT-2000Knee

 Ligament Arthrometerを 使 用 し,脛 骨 に201bの

前 方引 き出 し力 を加 えた時の脛骨の前方移動量 を

測 定 した.関 節弛緩性(joint laxity score)は 中嶋

らに よるjoint laxi tytest(全 身6大 関節+背 柱,

7.0点 満 点)に て点数評価 した.

今 回の測定 によって得 られ た全被検者 の201b

の前 方引 き出 し力 におけ る前方移動量 の平均値 は

右 膝3.8±1.6mm,左 膝3.2±1.5mmで あ り,

joint laxity scoreの 平 均 値 は3.2±2.0点 で あっ

た.前 方 移 動量 とjoint laxity scoreの 各 々の順

位 相 関 係 数 は右 膝 で0.48(p<0.01),左 膝 で

0.54(P<0.01)で あ りともに有意 な正 の相 関関係

を示 した.

本 研 究の結 果 に より,joint laxity scoreが 高 い

者 は前方移動量の値が大 きい ことが示 された.し

たが って特別 な測定機器 を使用 する ことな く簡易

に測定す る こ とので きるjoint laxity testは,膝

関節前方動揺性が大 きい者を検出 し,ACL損 傷

のリスクの高いと思われる者を検出するのには有

効な方法であると考えられる.

(受理日 平成9年2月15日)
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